
　戦時學生自戒五絛
一、学業研鑽ニ精勵シ國家ノ

負荷ニ應フベシ。
二、質實剛健ノ風ヲ養ヒ氣節

ヲ尚ブベシ。
三、規律節制ヲ重ンジ禮儀ヲ

正シクスベシ。
四、感謝奉公ノ念ヲ持シ進ン

デ動勞に服スベシ。
五、保健衛生ニ留意シ努メテ

身體ノ練磨ニ勵ムベシ。

中央大學學長 法學博士
林 賴三郎

終戦から70年のことしは「戦争」

と「平和」を考える年になった。

菅原名誉教授の説明によると、戦

中・戦後の中大はいまでは想像もつ

かないものだった。昭和14（1939）

年６月、中大は『戦時学生自戒五絛』

（原文のまま）の小冊子を全学生・教

職員に配布し、常時携帯することを

求めた。

中大駿河台校舎に陸軍軍人４人が

やってきた。「教練教育」の始まり

である。代々木練兵場で教練教育を

受ける学生たち。野外演習から大学

に戻る様子などが写真に残されてい

る。貴重な資料写真は中大大学史資

料課が所蔵している。

当時の中大は法、経済、商の３学

部。大学進学率は全国５％ほどだっ

た。

同16年にアメリカ、イギリスと開

戦。以来、中大を含めた全国の大学

は、学校内で軍事化が急速に進み、

兵器増産の「勤労動員」、食料確保の

「援農動員」に駆り出された。同17

年になると、卒業は９月に繰り上げ

られたという。同18年には東京・神

宮外苑競技場で「出陣学徒壮行大会」

を迎える。多くの学生が戦地へ向

かった。 

戦後はＧＨＱ（連合国軍総司令部）

の指令で日本の民主化が行われ、中

大では元学長が教職追放される重大

な事態を迎えた。

同21年４月の中央大学新聞には

『甦へる學園に　續々と復學　再建

の意氣も新に』と見出しが躍った。

「戦中・戦後の中央大学」戦後70年記念講演会

戦後70年記念講演会が７月８日、中央大学多摩キャンパス
で行われた。講師の菅原彬州中大名誉教授（日本政治史）は

約１時間半、立ち続けての熱弁だった。

菅原彬
もり

州
くに

中大名誉教授

筋目の年に
「戦争」を考える

教練教育で野外演習より帰校する学生たち＝昭和１２年、駿河台校舎正門・南門
＜中央大学大学史資料課所蔵写真＞ 
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菅原名誉教授は「戦争をどう考え

るのか。自分なりの考えをきちんと

持つことが大切です」と呼び掛けて、

講演を終えた。

会場の３号館教室は140人超の聴

講者で満員だった。学生や卒業生の

ほか一般市民も多数参加。マスコミ

が取材し、翌日の紙面などで報道さ

れた。なお、講演会は「戦争と中央大

学プロジェクト」の一環として開催

された。

教練教育（代々木練兵場における演習）＝年代不詳＜中央大学大学史資料課所蔵写真＞

講演内容・全文掲載

菅 原 彬 州・中央 大 学
名誉教授の講演内容
は全文を中央大学ＨＰ　
http://www.chuo-u.
a c . j p / a b o u t u s /
history/history_08
に掲載しています。

　『白門書房』は、中央大学が発行する広報誌を集
めた、電子書籍配信アプリです。
　『HAKUMON Chuo』のバックナンバーはもち
ろん、これまで印刷物のみで配布していた中央大
学の大学案内誌や学部ガイドブック、大学院・専
門職大学院案内、附属学校案内などを、電子ブッ
クの形式でダウンロードできます。
　利用方法は簡単。iOS の場合は Apple Inc. が運
営する App Store（アップストア）から、Android
の場合は Google Inc. が運営する Google Play か
ら無料でダウンロードできます。App Store およ
び Google Play へは、無線LAN（Wi-Fi）を通じて
どこからでもダウンロードできます。
　『白門書房』ダウンロード後は、インターネット
への接続環境がなくても、電子ブックを開くこと
ができます。
　過去のバックナンバーや他の媒体を読みたい場
合は、4G や Wi-Fi を通じて何冊でもダウンロー

【iOS版】
http://itunes.apple.com/jp/app/id413465097

【Android版】
ht t p s : / / p l a y . g oog l e . c om / s t o r e / app s /
details?id=jp.documentcontainer.web
※�Android4.0未満の機種ではご覧いただけませんので、ご注意く
ださい。

iOS版ニューススタンド（2015年リリース）
※�定期刊行物である『HAKUMON Chuo』、『中央大学の近況』につ
いてのみ、こちらでご覧いただけます。

ド可能です。
　本電子書籍・ドキュメント配信システムは、
2015年６月現在、88冊の大学広報誌を用意してお
り、今後も、新刊本発刊次第、順次電子ブックで提
供する予定です。
　『白門書房』アプリについての詳細は、以下のサ
イトよりご覧いただけます。

電子書籍アプリ『白門書房』

HAKUMON Chuo 2015 秋
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祖母から戦争の話を聞いたこ

とがある。祖母が小学生のころ

の出来事だ。聞いた私も小学生

だったと思う。

祖母が通っていた学校の近く

に銃弾などを作る軍需工場が

あった。ある日の下校時、学校

周辺に空襲警報が出された。

児童は「家に帰る人」と「学校

に戻る人」に別れた。祖母は下

校途中から学校へ。一緒にいた

友だちは帰宅を急いだ。祖母が

学校へ戻るころ。友だちは再度

の空襲に遭って亡くなった。

祖母は助かったが、もし友だ

ちと同じく帰宅を選択していた

ら、命を落としていたかもしれ

ない。そうすると、息子の父が

産まれることもなく、私が産ま

れることもなかっただろう。

そのような選択でさえ、生死

にかかわるのかと思うとゾッ

とする。祖母の体験があまりに

も衝撃だったから、覚えていた

のだろう。祖母は亡くなってし

まったが、とても感謝している。

忘れてはいけない私の戦争の話

だと思う。

講演で気になったワードが２

つある。『人的物的資源』と『滅

私奉公』だ。

「人的物的資源」には、そのあ

とに「～をきちんと使えるよう

にする」という文が続く。

「滅私奉公」はご存じのよう

に、私利私欲を捨て、主人や公

のために忠誠を尽くす、という

意味だ。

さりげなく出てきたこの２つ

のワードは私に恐怖を与えた。

個人に拒否権はなく、敵国の誰

かを倒すことが義務となる。資

源という使い捨てのような扱い

をされるのも嫌だ。

講演は戦時中の当時の植民

地出身学生にも触れていた。彼

らは志願兵という名の強制出

兵だったと聴いた。当時来日

するには頭脳明晰に加え、それ

なりの費用もあったのだろう。

エリートといっていい。戦争

によって、彼らの希望や期待と

いったものは打ち砕かれた。

もちろん日本人学生の兵役は

強制だ。当時の学生に必要だっ

たのは、誤解を恐れずに言えば、

学歴でも人柄でもなく、日本の

ために敵国の人たちを倒せるか

ということだ。

新聞・テレビなどで多くの戦

後70年特集面や番組を見た。登

場していた彼らのほとんどは学

生で、今後の人生に希望を抱く

者ばかりだった。戦争が奪った

ものはとてつもなく大きく、取

り返しのつかないものだ。

安保法案審議で国会や周辺が

揺れていたころ、多く聞かれた

のが、「戦争を二度と起こして

はいけない」「戦争に自分の息

子を行かせたくない」といった

声。

確かに戦中の惨状を繰り返し

てはいけないし、ましてや夢の

ある学生を戦地に行かせること

はあってはならない。しかし、

私たちが「行きたくない」とい

うそれだけの感情で戦争を否定

するのはあまりにも単純すぎ

る。

節目の年に「戦争」や「平和」

を私なりに考えた。私たちには、

あの時代の人たちの気持ちを想

像することしかできない。学徒

が動員され、最前線で敵国人と

戦い、自らの命を国に捧げた。

いまに生きる私たちには、想

像もつかない辛さと悔しさだっ

ただろう。キャンパスで勉強や

ゼミ、部活動、サークルなどに

打ち込めることを幸せに思わな

ければならない。

そして、なによりもこのよう

な過去が中央大学にもあったと

いうことを忘れてはいけない。

菅原先生の講演は、それを教

えてくれた。

いまを幸せに思う／思わなければならない

記念講演会で戦争に接した平成生まれの学生記者が感想文を書いた。

学生記者　長塚優佳（文学部１年）
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